
































要約 乳幼児の事故災害の発生状態は,住宅の立地環境、戸外の遊び場及び遊びの実現状態

などの社会環境的条件との関連性がみられ、戸外で活発に遊ぶ乳幼児及び親子共同運動を

実施しているものは、その発生比率は相対的に高くみられるが、比較的軽度である。 

次に、今後、地域における乳幼児保健指導等に当たっては、住居の立地環境、住宅構造、

住宅の環境衛生、遊び場及び遊びの状態、親の育児情報利用態度及び近隣関係などの社会

環境的条件と乳幼児の健康・微症状の保有・事故災害の発生態度との関連性について、指

導内容に盛り込む必要がある。 


